
開催日時：

開催場所： パレスホテル大宮　４F「ローズルーム」

講   演1: 「骨粗鬆症治療におけるアドヒアランス向上のための選択肢」

講   演2: 「高齢患者の服薬状況と空気押出型ゼリー剤の適用可能性」

総合評点
3.1

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）

大宮 10
深谷 6

春日部 0
川越 2
国際 7
合計 25

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

1-① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 13 48 3 1 0 3.1
深谷 3 21 1 0 0 3.1

春日部 4 12 0 0 0 3.3
川越 0 12 0 0 0 3
国際 2 14 0 0 0 3.1
合計 22 107 4 1 0 3.1

1-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 15 49 1 0 0 3.3
深谷 3 21 1 0 0 3.1

春日部 1 14 1 0 0 3
川越 3 9 0 0 0 3.3
国際 1 13 2 0 0 2.9
合計 23 106 5 0 0 3.1
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97%

16
83%

12

25

東京理科大学　薬学部　薬学科　医療デザイン学　教授　花輪　剛久　先生

第259回病院薬学研修会参加者アンケート集計結果
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帝人ファーマ(株)学術推進部　五十嵐　正伸

2013年10月17日(木)　19：00～20：30

94%

研修者数

12

アンケート提出数

65

17

94%
17 16 94%

1. 講演テーマについて

143

16% 

80% 

3% 1% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 



2-① よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 18 44 3 0 0 3.2
深谷 4 21 0 0 0 3.2

春日部 2 14 0 0 0 3.1
川越 2 10 0 0 0 3.2
国際 1 14 1 0 0 3
合計 27 103 4 0 0 3.1

2-② よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 18 46 1 0 0 3.3
深谷 4 18 3 0 0 3

春日部 3 12 1 0 0 3.1
川越 1 11 0 0 0 3.1
国際 1 14 1 0 0 3
合計 27 101 6 0 0 3.1

2.講演内容について

3.本研修会の印象について

20% 

77% 

3% 0% 0% 

よく理解できた 

理解できた 

やや理解できなかった 

全く理解できなかった 

無回答 

17% 

79% 

4% 0% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 

20% 

75% 

5% 0% 0% 

よく理解できた 

理解できた 

やや理解できなかった 

全く理解できなかった 

無回答 



3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

大宮 7 54 4 0 0 3
深谷 2 22 1 0 0 3

春日部 1 14 1 0 0 3
川越 1 8 3 0 0 2.8
国際 0 14 2 0 0 2.9
合計 11 112 11 0 0 2.9

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

大宮 6 58 1 0 0 3.1
深谷 3 20 2 0 0 3

春日部 3 12 1 0 0 3.1
川越 2 9 1 0 0 3.1
国際 0 14 1 0 1 2.9
合計 14 113 6 0 1 3

1-①

2講演内容について
2-②

＜深谷＞ 声が聞きづらくて説明が分かりづらかった 1

＜大宮＞ 1
5.今後取り上げてほしいテーマ

薬物中毒 1
血液内科 1
肺炎の治療 1
ワクチン 1
抗がん剤 1

1.講演テーマについて

ひたすら話し続けて終わったのでやや不満足
3.本研修会の印象について

早く様々な事を話すわりに、結局アドヒアランスの向上ができるの
か分からなかった

1＜大宮＞

意見の記載(25枚)

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

10% 

84% 

5% 0% 1% 

大いに役立つ 

役立つ 

やや役立たない 

全く役立たない 

無回答 

8% 

84% 

8% 

0% 0% 

とても満足 

満足 

やや不満足 

全く不満足 

無回答 



抗がん剤の副作用 1
手術時に使用する麻酔剤 1
脂質異常症 1
血糖コントロール 1
災害、薬薬連携 1
簡易懸濁法 2
検査値の見方 1
病棟薬剤業務の現状、工夫、問題点 1
ガイドラインのグレードの詳細 1
医療経済 1
レセプト請求の実際について 1

6.本研修会で気づいたこと、感想、質問
＜大宮＞ ゼリー剤となると容積が増えるような気がするがなぜ？ 1

1

患者さんへ説明する時に役立てたいと思った 1

1

＜国際＞ 長期保存での薬剤の安定性、吸収性に差があるのではないか 1
生物学的同等性を十分に考慮すべきだと思う 1

スピーカーの音が割れて聞きにくかった 1

＜川越＞

高齢者だけでなく、小児でもアドヒアランスを維持することは家族
にも負担になっているので、様々な製剤が生まれて選択肢が増えれ
ばいいと思った

センター内の会場が分からず大変だったので、棟などの表示をして
もらいたい

サテライトで参加できてよかった（大宮会場までは遠いのでいけな
いため）
声がききとりづらい時があった
開始直後に後ろで話している人がいて集中できない時があった
（メーカーの方？）

1

薬剤師は患者のアドヒアランス向上のため、様々なことを考えなけ
ればいけないと勉強になった

1

＜深谷＞ 1

日本だけ大腿部骨折の発見等が減らないのは、本当に治療継続や服
薬遵守等が原因なのか？

2

1


